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東通 (HD3)

センサー不調

• 坂⽥式3成分ひずみ計
• 12⽉9⽇正午までのデータをプロット
• 潮汐成分は補正済

地震に伴うひずみステップに引き続き、余効変動が確認できる。



階上 (HSK) • 体積ひずみ計
• 12⽉9⽇正午までのデータをプロット
• 潮汐成分は補正済 (気圧応答は未補正) 

体積ひずみ

気圧

地震に伴うひずみステップに引き続き、余効変動が確認できる。



宮古 (MY3)

地震に伴うひずみステップに引き続き、余効変動が確認できる。

• 坂⽥式3成分ひずみ計
• 12⽉9⽇正午までのデータをプロット
• 潮汐成分は補正済


